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「令和」の時代を迎えて 
	 30年間続いた「平成」の時代が終わり、5月
1日に「令和」の時代が始まりました。 
	 2000年（平成 12年）8月 5日に設立された
かわごえ環境ネットですが、設立当初に 20 世
紀から 21世紀へ、そして設立 20周年を控えて
平成から令和の時代と、2つの時代を経験する
ことになりました。 
	 SDGs（Sustainable Development Goals：持続可
能な開発目標）という 2030 年に向けた世界共
通の目標を念頭に置きながら、川越という地域

から「持続可能な開発」に資する取組を、会員

をはじめとする市民、事業者、民間団体、行政

とともに推進していきたいと考えております。 
	 今後もご支援、ご協力のほどよろしくお願い

いたします。 
かわごえ環境ネット理事長	 小瀬博之 

 

川越市内の川の水質調査 

 
2018 年に実施された水質調査の様子 

	 全国一斉に実施される「身近な水環境の一斉

調査」にかわごえ環境ネットは、流域団体の協

力の下に「川越市内の川の水質調査」として実

施します。6月 2日（日）の午前、参加者が分
担して指定の地点の川の水を採水し、集合場所

で調査キットなどを用いて水質を調査します。 
	 参加を希望される方は、5月 18日（土）9:30
に川越市立博物館入口左側のかわごえ環境ネ

ット総会受付にお越しください。会員でない方

も参加できます。（詳細 10面） 
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【コラム】社会環境部会から提言（5）新時代を迎え課題解決に SDGs の力を
＜平成から令和へ＞この 1か月は、平成 30年間
の回顧が、いろんな切り口からなされてきまし

た。敗戦からの復興で経済大国に躍進したのが、

バブル景気の崩壊などからの停滞と低成長、少

子高齢化への悩みなどが列挙されました。これ

らを打開する方法として「市民参加」が叫ばれ

てきました。市民と行政との協働を謳ってかわ

ごえ環境ネットがスタートしたのも平成 12 年
でした。来年には 20周年を迎えますが、次の 3
0 年に向けてより一層の発展が望まれています。
この活発な市民運動の中、NPOの法制化も始ま
り、組織作りに成功したグループと、時代に取

り残され、消えてゆく市民グループも多くなり

ました。ボランティアの社会貢献の場が狭まっ

たような空気さえ感じられるこの頃です。 
	 一方で、阪神・淡路大震災や東日本大震災を

はじめとした自然災害も多かったことがあらた

めて思い出されます。地球温暖化の影響が強い

異常気象による水害の被害が各地から伝えられ

ました。川越市でも、一昨年の寺尾地区の水害

に、市民の不断の監視の必要を痛感しました。 
＜新しい年号に願を＞日本の長い歴史の中では、

災害から立ち直る願いを込めて元号が替えられ

てきました。今回の上皇の発意による新天皇の

即位で、新しい「令和」の時代に何らかの変化

を求める空気が読み取られています。新天皇の

国民へのあいさつで「我が国が諸外国と手を携

えて、世界の平和を求め」と呼びかけられてい

ます。グローバルな視点での日本の発展が求め

られています。戦後の復興から、経済発展へ猛

進した時代からの転換が迫られています。平成

から令和へと変わって、世界への貢献にふさわ

しい新しい時代へのキーワードが SDGs です。
川越市議会の一般質問でも取り上げられていま

す。新聞などでも見られるこのキーワードが、

川越市では一般市民にとってなじみの言葉とな

り、行動の規範になればと願っています。 
＜SDGs の理解を＞この SDGs の願いは「誰一
人取り残さない」共存の思いです。17の達成目

標は相互に関係し合い、組み合わせて総合力を

いかに発揮するかにかかっています。今年のか

わごえ環境ネットは、活動ごとに SDGs アイコ
ンをつけて趣旨の徹底を図ることにしました。

今年から新規事業として始める 5月 12日の「春
の里山	 自然観察&クリーン活動」には、「3・4・
6・11・12・13・15・17」の 8個のアイコンで表
される目標・取り組みが関係します。また、す

べての活動の基本は、目標 17の「パートナーシ
ップで目標を達成しよう」につながります。関

係諸団体の“協働”が必須の要件であると考え

ています。いま問題になっている「海洋プラス

チックごみ問題」に対して、今年から埼玉県が

音頭を取って、5月 30日から 6月 8日までの間
に「埼玉県プラごみゼロウィーク」が行われま

す。かわごえ環境ネットの会員が協力すること

になっていますが、SDGsのコインをつけて PR
する予定です。 
＜目標達成が 11 年後に＞かわごえ環境ネット

がスタートして来年で 20周年。会員は増えてい
ますが、まだまだ市民の間に存在感を示せてい

ません。環境モデル市として、先進的な取り組

みを進め、さらに市民との協働でさらに前進す

る方向へ努力してきましたが、地球温暖化問題、

ごみ減量とリサイクル問題など、社会環境部会

としての活動は中だるみの状態であります。部

会の活動を支えた人らの、後を継いで活発に代

替わりしてくれる 70歳代の人らが、地域に貢献
する地味な活動が「生き甲斐」になるように、

みんなで知恵を絞りたいものです。ポイ捨てご

み問題、自転車不法駐輪など、目に見えた川越

の恥だと思われる問題の解決に参加の呼びかけ

を続けねばなりません。クレアモールの真ん中

で、不法駐輪禁止の赤いポールの横に何台も自

転車が置かれているのを止めさせるには、市民

の力が必要です。市民が連携して SDGs の目標
達成に向かうのは、11 年後の 2030 年です。か
わごえ環境ネットも創立 30年を迎えます。 

（武田侃蔵）
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【コラム】川越の自然をたずねて（74）アズマイチゲの不思議

 
3/2 池辺公園のアズマイチゲ 

 
アズマイチゲの根茎 

 
池辺公園の葉の展開 

 
3/29 入間市牛沢の斜面林 

 
斜面を埋め尽くすカタクリ 

 
同じ場所のアズマイチゲ 

 
アズマイチゲの分布図 

（出典：埼玉県レッドデータブック 2011 植物編） 

	 アズマイチゲは、埼玉県カテゴリーでは準絶

滅危惧種 NT に指定されている山地性の植物で、
分布図でもわかるように、埼玉県の分布は西半

分の山地に偏っています。真ん中の下方にポツ

ンと一点あるところが川越の池辺公園で、その

斜め左が入間市です。今回は入間市との関連を

探りながら報告いたします。 
	 2008年に池辺公園が整備されたとき、造園業
者の方がアズマイチゲの存在に気づき、それ以

後、川越市でも保護対策をとっています。開園

と同時にかわごえ環境ネットが、植生の調査や

保全活動のボランティアを始動し、以後記録を

取り続けています。これまで 10年間で、多いと
きで 10花前後、少ない時は 5花前後しか開花し
ていません。それも日光がさんさんと降り注ぐ

ような日でないと花を開かないのです。まこと

に気むずかしい相手ではあります。でも葉の方

はどんどん拡がってきていて、柵をまたいでち

がうエリアにも展葉してきています。アズマイ

チゲは、写真のように地下茎に栄養を貯め、そ

こから芽が出て繁殖していきますので葉が増え

ていくのでしょう。 
しかし、あまりに花数が少ないのはずっと気に

なっていて、専門家に聞いたりしましたがはっ

きりしたことはわからずじまいでした。入間市

に自生地があると聞き、池辺公園のボランティ

アグループで 3月 29日に見学に行きました。そ
こは、入間市牛沢 17で仏子駅から 2㎞ほどのと
ころです。ここは線路わきの斜面 2700m2 にカ

タクリが自生し、見事なもので、時期になると

見学者がひっきりなしに訪れます。この西側一

画にアズマイチゲ、ヒロハノアマナがあります

が、これは移植されたもののようです。 
	 ここでボランティアされている方の話では、

昨年 137、一昨年は 114 の開花があったそうで
すが、今年は 28だそうです。年々減少傾向にあ
るということでした。その原因として、その方

は、根茎から増えていく栄養繁殖の方が効率が

いいからではないか、花を咲かせて種子を作る

のは大変なのでは、とのお話でした。なお、本

来の自生地は入間市高倉 5-17-27、高倉小学校の
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近くだそうです。 
	 埼玉県の中では山地以外では、入間市高倉と

川越市池辺にポツンとあるアズマイチゲの自生

地をつなぐものはなんでしょうか？	 それは入

間川ではないかと私は考えます。どちらの自生

地も入間川にとても近いのです。あるとき大洪

水でどんぶらこと流れ着いたのではないかと。

そういえば、入間川沿いの安比奈親水公園、池

辺公園、水上公園にはヤマエンゴサク、アマナ

などどちらかというと冷温を好む植物が自生し

ています。これらも秩父の方の山地から長い旅

をして、居場所を見つけたのかな・・・・と想

像しています。        （賀登環） 

【報告】かわごえ環境ネットの活動 
パッションフルーツで楽しもう①鉢植え編 社会環境部会

 
講習会風景 

 
質疑応答風景 

	 今年は、パッションフルーツによる緑のカー

テン講習会を 3回に分けて行うことになりまし
た。4月に苗配布、6月に育て方、8月に挿し木
の講習会を予定しております。 
	 1 本の苗配布では目的の緑のカーテンには少
なすぎますので、配布した苗木で各自に挿し木

までできれば、来年は多くの苗を育てて緑のカ

ーテンや友人に分けてもらうことを期待して、3
回の講習会を行うことになりました。場所は、

北公民館を利用させていただきます。 
	 今回の講習会の募集人数は 30名、4月 1日 1
0時より受け付けましたが、20分くらいで締め
切ったとのことでした。まだまだパッションフ

ルーツには関心が高いようです。 
	 当日は、天気が心配でしたが、晴天に恵まれ

暑い 1日となりました。武田代表、原嶋さん、
渡辺さん、松岡さん、浜尾さんたちにお手伝い

いただき、12時半集合で準備を始めました。 
	 参加者は 29名で、みなさん熱心で早い人は私
より早く、12時過ぎに来ている方もおられ、び

っくりした次第です。 
	 13 時 30 分より原嶋さんより部会メンバーの
紹介、武田代表の挨拶で開始となりました。 
	 前もって植え方の紹介は配布しており、プロ

ジェクターで補足説明をして質疑応答を中心に

進めました。みなさん熱心で、たくさんの質問

がありました。最後にパッションフルーツで作

ったゼリーを試食してもらいました。特に女性

よりおいしいとの声をいただきました。 
	 今年 3 回の講習会は関連がありますので、6
月の講座に間違いなく参加できる方のみ、事前

に申し込みを受け付けることを伝えたところ、2
4名の申し出があり、受け付けしました。 
	 最後に苗配布をして、15時前に解散すること
ができました。 
	 6月の予定は 28日、途中経過と育て方、果実
を確実に実らせる方法やパッションフルーツ、

ゼリーやジャムの作り方など要望がありました

ので予定しています。    （井口吉三郎）
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川越の樹林地だより（6）「（仮称）川越市森林公園」計画地・池辺公園

 
4/2 池辺公園 

 
4/7 ヤマザクラ 

 
4/7 タチツボスミレの群落 

 
4/18 新緑の雑木林 

 
4/21 ウワミズザクラ 

 
4/21 チゴユリ 

	 樹林地は、今はもうすっかり新緑に覆われて

いますが、3 月中旬に最初に芽吹くのはウワミ
ズザクラ、クヌギは雄花がまず出て、葉は少し

遅れてでます。次々と新緑が出て 3月下旬には
ほぼ出揃います。4 月中には緑も濃くなり、森
林浴ピッタリの空間になります。今年は桜の開

花期間が長く、ヤマザクラもこんなにあるの、

と思うくらい、あちこちで 4月 10日ごろまで咲
いていました。 
	 池辺公園は訪れる人はあまり多くないのです

が、4 月 2 日には近くの保育園のチビッ子さん
たちが訪れ、楽しそうに駆け回っていました。

池辺公園は、ここ数年アマナがすごい勢いで増

えています。でも開花するのはとても少ないで

す。 
	 今年「（仮称） 川越市森林公園」計画地の林
床は、タチツボスミレの群落があちこちで見ら

れました。スミレの類は、いつも同じエリアで

なく、全く違う場所で大発生したりして、不思

議な挙動です。チゴユリの群落もありますが、

これは、毎年ほぼ同じ場所で見られます。4 月
中旬にはウワミズザクラが“ここにいるよ～”

とばかりに白い花をつけます。4 月下旬になる
とキンラン、ギンランがいよいよ開花します。5
月上旬ころまで見られます。 

（賀登環、4月 21日入稿）

【報告】会員の活動

自然豊かな福田・山田の田んぼ～レンゲとミツバチ～NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ

 
城西大学付属川越高校前のツバチの巣箱 

 
昨年はキジの訪問もあったストロベリーキャンドル田んぼ

	 川越市山田地域では、城西大学付属川越高等

学校前の田んぼで、耕福米髙梨農園の協力で田

んぼにレンゲを蒔き、レンゲのはちみつを採取

している地元の方がいます。 
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	 4 月 6 日に見学して、一生懸命ミツバチがけ
なげに働いている姿は印象的でした。養蜂家に

周辺地域 2.5kmの範囲でミツバチが蜜を集めて
いることなどを教えていただきました。そして、

私たちが緑肥として蒔いているストロベリーキ

ャンドルが咲き乱れる 5月の連休ごろになると、
福田の田んぼまで遠征して蜜を集めに行くそう

です。ストロベリーキャンドルでもレンゲと同

じ類の蜜を集めることや、位置を正確に覚えて

いるので、箱を少しでも移動する際は非常に気

を使うこと、4 時には巣箱に戻ってくることな
ど、そのミツバチの習性について教えていただ

きました。 
	 5 月の連休には、福田の田んぼにたくさんの
ミツバチが蜜を集めに来る姿を確認したいと思

います。 
	 このように、私たちのストロベリーキャンド

ル田んぼもミツバチ君の働き場所として貢献す

ることを知ってうれしく思いました。 
	 昨年のストロベリーキャンドル田んぼには、

つがいとみられるキジの訪問もたびたびありま

した。福田の田んぼには、エサ昆虫や水生生物

が多く見られ、多くの生きものたちの格好のえ

さ場になっており、環境豊かな自然を育んでい

ます。 
	 5月 5日は、ストロベリーキャンドルピクニ
ックを行います。連休疲れの最後に、田んぼに

来て自然に思いをはせてはいかがでしょうか。

（増田純一、4月 29日入稿）

キノコの菌打ち 東洋大学小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊）

 
参加者の集合写真 

 
ドリルで種駒用の穴を開けて、木槌で

埋め込みました。 

 
菌打ちをしたほだ木を林内に静置しま

した。 

	 東洋大学川越キャンパス内の広大な森林「こ

もれびの森」を多様な生物が生きる里山の森に

する「東洋大学川越キャンパスこもれびの森・

里山支援隊」では、毎月 1回程度活動日を設け
て、生育阻害木や枯損木の伐倒、下刈りなどの

里山林保全活動を行っています。 
	 2019年度第 1回の活動は、2年ぶりに実施し
たキノコの菌打ちを 4月 13日（土）8:30から 1
2:00に実施し、14名が参加しました。 

	 シイタケ、ナメコ、ヒラタケの種駒を各 400
個、それぞれ 20本ほどのコナラとヤマザクラの
ほだ木にドリルで穴を開けて埋めて、林内に静

置しました。 
	 1 年半ほど経ってからキノコが出てくる可能
性がありますが、必ずしもこれらのキノコが出

てくるとは限らず、毒キノコや食用に適さない

キノコが出てくることもありますので、勝手に

取らないようにお願いします。 （小瀬博之）
 

◆かわごえ環境ネット会員募集	 会員になると、本紙「月刊かわごえ環境ネット」

などの情報を毎月郵送でお送りします。また、委員会活動、研修行事に参加でき

ます。これらにより川越市の環境活動を詳しく知ることができ、仲間も作れます。

年会費は個人会員 1,000円、団体会員 2,000円です。詳細は、かわごえ環境ネット
事務局に問い合わせるかWebサイト（https://kawagoekankyo.net）をご覧ください。 
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「アースデイ東京 2019」4 月 20・21 日に開催。代々木会場と明治神宮「いのちの森」で

 
高校生も活動への熱意を表明 

 
賑わう気候変動アクションコーナー 

 
アースデイ東京への応援メッセージ

 
SDGs のポスターを店頭に掲げて

 
神宮裏の「いのちの森」でトーク 

 
神宮裏の芝生で寝転んで瞑想に

	 今年のアースデイ東京の案内プログラムの 1
面は、今まではイラスト入りの写真でしたが、

今回は 1面真ん中が白く空いていて、「あなたが
毎日こころがけている“地球一個分のくらし”
を教えてください」と、アースデイに寄せる思

いを書き込めるようにし、上の写真のように思

い思いの書きこみをしたメッセージが一面に貼

られるコーナーも設けられました。よいアイデ

アでしたが、読むのが大変！どんどんベニヤ板

に貼られて増えていきましたが、コーナーの中

に入って読む人はほとんどありません。企画に

協力した多くの人の思いを簡潔に PR できる方
法を次は考えてほしいと思いました。 
	 今年も幅広い課題に挑戦する実行委員会、NP
O・NGOなど 200を超す団体が参加、広場から
渋谷駅方面までのケヤキ並木の両側にテントを

設けて活動の紹介と参加を呼び掛けていました。 
	 メインステージでの開会セレモニーは、ロー

マ法王に「平和の火」を届けたキャラバン隊の

報告と曹洞宗総持寺の若い僧侶の祈りで開き、

C.W.ニコル実行委員長の熱弁で始まりました。 
	 14時半から始まったトークセッション「これ
からの循環型共生社会のつくりかた」には、幅 
 

広い若い活動家に交じって環境省の中井総合環

境政策統括官が参加して、行政もともに応援す

る姿勢を示して参加者の共感を呼びました。中

井さんは、翌日は明治神宮裏の芝生で開かれた

「いのちのもり」会場でも田中京都大学名誉教

授らとのトークイベントに参加、環境省の積極

的な姿勢を示しました。 
	 今年のプログラムには「アースデイ東京は皆

さんといっしょに SDGs に取り組んでいます」
とあるように、案内プログラムには、それぞれ

のイベントに連関した SDGs アコインを表示、
国際クレイセラピー協会やエコ雑貨協同組合は、

それぞれ 13 アイコンを掲示して活動の幅広さ
を示していました。会場内でも、SDGs のロゴ
の大きなシールがあふれ、学生たちの「SDGs f
or Schoolアースデイカフェ 2019」「プラスチッ
クシフトアクション!!」「SDGs ハッピーアース
パレード」などが企画されました。 
	 同時に開かれている「アースデイいのちの森

2019」も、隣の明治神宮奥の西芝地を会場に、
環境と共に、神道・イスラム教・仏教などのト

ークセッションやヨガの体験などがあり、晴天

に恵まれたイベントでした。  （武田侃蔵）
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【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

	 4月 10日（水）9:00-10:00に第 1回事業運営
委員会を、同 10:00-12:05に第 1回理事会を、4
月 24日（水）9:00-11:30に第 2回理事会を、い
ずれも川越市役所前の福田ビル 3階会議室にお
いて開催しました。議題が重複するため、一括

して主要な議事内容を報告します。 
（1）事業運営委員会の事業における SDGs の

取組の確認 

 

 
	 事業運営委員会において今年度実施する活動

について、SDGs（Sustainable Development Goa
ls：持続可能な開発目標）の 17の目標と 169の
ターゲットとの関係を確認しました。すべての

活動の基本は、「17.17 さまざまなパートナーシ
ップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公

的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・

推進する。」にあること、また、「4.7 2030年ま
でに、持続可能な開発のための教育及び持続可

能なライフスタイル、人権、男女の平等、平和

及び非暴力的文化の推進、グローバル・シチズ

ンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発

への貢献の理解の教育を通して、全ての学習者

が、持続可能な開発を促進するために必要な知

識及び技能を習得できるようにする。」と「12.8
 2030年までに、人々があらゆる場所において、
持続可能な開発及び自然と調和したライフスタ

イルに関する情報と意識を持つようにする。」も

すべての活動に関わってくることを確認しまし

た。その他、個別の活動において目標の 3,6,11,
13,15が関連してくることを確認しました。その
他の目標も関連があることから、関連を意識し

ながら事業を実施していくことになります。 
（2）事業運営委員会における全体事業の計画 
	 新規に実施する春の里山 自然観察＆クリー
ン活動（5月 12日日曜日）の参加申込状況の確
認、川の一斉水質調査（6 月 2 日日曜日）につ
いて例年通り総会前に説明会を行うこと、エコ

プロダクツ川越出展（8 月 4 日日曜日）の共同
出展者募集を今年も実施すること、川越市環境

行動計画「環境に配慮した行動チェックシート」

の実施とともに SDGs との関係を整理すること、
総会後の懇親会の検討を行いました。 
（3）総会議案書の確認 
	 4月 10日と 24日の理事会において総会議案
書を読み合わせて確認しました。5 月の郵送資
料とともに送付することにしました。 
（4）専門委員会における共催行事の実施 
	 自然環境部会と NPO 法人かわごえ里山イニ
シアチブの詳細行事を 6月 23日（日）に実施す
ることを確認しました。 
（5）監事からの指摘事項に関する検討 
	 「年会費収入の処理」については、未納者に

ついて早期の督促を行い、年度内に納入してい

ただくこと）、「報償費の取扱い」については、

今後内規を定めることとしました。 
（6）会員動向 
	 4月 24日の会員数は、個人 134、民間団体 2
7、事業者 23、行政 1の合計 185会員となりま
した。            （小瀬博之）

 

社会環境部会

	 4月の社会環境部会例会は、4月 12日（金）
午後 1時から福田ビル 3階にて、6名の参加で
開催されました。今回は、代表の武田氏が不在

のため、宮﨑が司会・進行を代行しました。 
	 4月 10日開催の理事会で 2019年度総会議案
書が審議されたとの報告があり、事務局より提
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供された社会環境部会関係の議案内容について、

参加者で討議・修正を行いました。特に 2019年
度事業計画では、（1）コラムの充実では、「私の
エコ体験」等も加える、（2）学習活動で①環境
施設視察研修会では、川越西部地区に限定せず

に、さらに検討を行う、②環境講演会では、社

会的な問題になっている「マイクロプラスチッ

ク」をテーマにした講演会を企画・検討する、

（3）普及・啓発活動で③エコドライブ講習会で
は、川越市環境部が講習会を継続する間は、社

会環境部会としても協力していく等々の意見が

出されました。また、2019年度予算についても、
講師謝金等一部修正を加えました。 
	 4月 25日の「パッションフルーツ講習会」は、
市の広報募集で定員の 30 名が即日埋まったと
の報告がありました。また、当日の支援体制に

ついても確認を行いました。 

	 6 月 2 日の「川の一斉水質調査」についても
社会環境部会からは、4 名参加予定であり、事
前説明は 5 月 18 日の総会前に行うことを確認
しました。 
	 その他、8 月 4 日（日）に「エコプロダクツ
川越 2019」が開催されること、6月 26日（水）
に「いすみ市見学会」が開催されること、6月 2
3 日（日）に印鑰智哉講師による「いのちを守
る種子の話」講演会が計画されていることが報

告されました。 
	 また、司会者より、秩父市で市が 95%出資す
る「秩父新電力株式会社」（2018年 4月に設立）
が地元クリーンセンター等からの電力を公共施

設へ供給開始したとの新聞記事の情報提供があ

りました。 
	 次回の例会は 5月 10日（金）13:00より福田
ビル 3階です。         （宮﨑誠）

自然環境部会

	 4月例会は 12日（金）福田ビル 3階にて 6名
の参加で開催されました。 
1.活動報告 
①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動	

3/11（月）雨中止、	 3/25（月）19名参加、 
4/8（月）17名参加	 春植物の調査	 樹々の新緑
が出そろい、それぞれの特徴があり、名前を確

認しながら観察。今年はあちこちにタチツボス

ミレの群落が登場。 
② 池辺公園定例活動	 4/2（火）7名参加	 春
植物の調査	 まだ葉だけの展開が多く種名を確

定するのは難しいものもある。アマナが随分広

範囲に広がっている。この日は近くの保育園児

が遊びに来た。健康遊具で遊んだり走り回った

り、この樹林もよい場所になってきている。 
③2018年度の決算について 
2.協議事項 
①今年度の事業計画の追加検討。講演会「いの

ちを守る種子の話」を 6月 23日（日）、「かわご
え里山イニシアチブ」と共催することについて

合意した。。 
②理事会からの報告	 SDGs を事業ごとに取り
入れることについて検討した。 
③今年度の予算を再度検討した。 
④コラム「川越の自然を訪ねて」原稿確認など 

（自然環境部会代表	 賀登環）

 

【予告】かわごえ環境ネットのおしらせ・主催行事

【トピック①・会員向け・再掲】総会・懇親会（5 月 18 日）のご案内と会費納入お願い

	 2019（令和元）年度総会（5月 18日土曜日 1
0:00-11:30）のご案内と、会費納入についてのお
願いをお送りしています。総会の出欠について

返信していない方は、4 月に総会通知に同封し

た返信用はがきを用いて、至急ご連絡ください。 
	 年会費の納入は、個人会員 1,000 円、団体会
員（民間団体、事業所、川越市）は 2,000 円で
す。5月 17日（金）までにゆうちょ銀行の口座
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にお願いいたします［口座番号 00180-2-13880
（ゆうちょ銀行以外から振り込む場合は、ゆう

ちょ銀行 〇一九支店 当座 0013880）,加入者名：
かわごえ環境ネット］。振込方法によって手数料

がかかります。 
	 また、総会終了後（12:00-13:00ごろ）に昼食

会（場所未定）を行います。日ごろより活発な

環境保全活動をされている会員相互の交流を深

めることより、今後さらに活発な活動が展開で

きればと思います。ぜひご参加ください。参加

費は 1 人 1,500 円（当日集金）を予定していま
す。

 

【トピック②・予告・再掲】「川の一斉水質調査」（6 月 2 日）参加者募集

	 毎年 6月第 1日曜日に「身近な水環境の全国
調査」を行っています。川越市ではかわごえ環

境ネットが「川の一斉水質調査」として主に担

当していて、今年は 6月 2日（日）午前に行い
ます。 
	 本会では、荒川水系と新河岸川水系に分かれ

て採水と水質分析を行っています。まだ詳細が

決まっていませんが、予告として参加者募集を

いたします。 
	 参加できる団体・個人の方は、本会総会（5月
18日土曜日）開催前の 9:30に、総会会場である
川越市立博物館にお越しいただくか、5月 24日

（金）までに川越市環境政策課（Tel.049-224-58
66）までその旨をご連絡ください。 
	 調査地点の近くにお住まいの方は特にご協力

いただければ幸いです。ただし、調査会場は北

公民館または中央公民館などの川越中心市街地

となります。調査地点は月刊かわごえ環境ネッ

ト 2018年 7月号（No.141）の 9ページにある地
図をご覧ください。 

 
月刊かわごえ環境ネット 2018 年 7 月号（No.141） 

【トピック③】「エコプロダクツ川越 2019」共同出展者募集（5 月 21 日まで）

	 7回目を迎える「エコプロダクツ川越 2019」
（8月 4日（日）10:00-15:00開催予定）に、か
わごえ環境ネットは出展します。 
	 本会では、個人会員、民間団体、事業所の共

同出展者を募集しています。「こんな展示、参加

をしてみたい」方はお知らせください。当日の

参加が難しくても、環境に関する展示等は可能

です。ワークショップもできます。もちろん、

環境活動への参加募集的なことも。日ごろの発

表の場として、活用してください。 
	 5月 21日（火）をめどにかわごえ環境ネット
事務局、または横山（Tel.049-246-9319）までご
連絡ください。 

【トピック④・会員向け】委員公募（6 月 18 日まで）

	 委員制を取っているかわごえ環境ネットの 2
つの専門委員会「事業運営委員会」「広報委員会」

の委員を、本会会員を対象に公募します。 
1.広報委員会 
業務：本誌の執筆・編集・印刷・発送、Webサ
イトの運営 
会合：毎月 1回 
	 Microsoft Word による文書の作成・編集、E-

mailのできる方を歓迎します。 
2.事業運営委員会 
業務：本会の全体事業、協働・参画事業等の企

画・運営 
会合：毎月 1回程度 
	 応募・問い合わせは、社会・自然環境部会開

催時、または事務局（環境政策課環境推進担当）

へお願いします。 
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	 なお、社会環境部会、自然環境部会は、会員

であればどなたでも自由に参加できます。原則

として毎月第 2金曜日午後に開催していますの
で、気軽にご参加ください。 

【トピック⑤・予告・再掲】春の里山自然観察＆クリーン活動（5 月 12 日）参加者募集

	 日時：5月 12日（日）9:30-12:00 
場所：「（仮称）川越市森林公園」計画地 

参加申込：先着 30人（環境政策課 Tel.049-224-
5866）、参加費無料 

 

自然環境部会主催事業 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・

保全活動（毎月第 2・第 4 月曜日） 
日時：5月 13・27日、6月 10・24日（月）9:30
-12:30 
集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★池辺公園定例活動（毎月第 1 火曜日） 
日時：6月 4日・7月 2日（火）9:00-12:00 
場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 
★講演会「いのちを守る種子の話」―食、健康、

環境とのつながりを考える― 
日時：6月 23日（日）13:30-15:30 
参加費：無料 
場所：ウェスタ川越市民活動・生涯学習施設（2
階）活動室 3（川越市新宿町 1-17-17） 

申込：6月 3日から環境政策課（Tel.049-224-58
66）、先着 40名 
講師：印鑰智哉（いんやくともや）氏（日本の

種子を守る会事務局アドバイザー） 
	 この講演会は自然環境部会と「かわごえ里山

イニシアチブ」との共催事業です。 
●いすみ市訪問バス利用研修会 
日時：6月 26日（水）7:30-18:30 
行程：ウェスタ川越 7:30発―高速道・アクアラ
イン―いすみ市（有機水田、周辺の生き物など

地元の方の案内で見学、話を聞く）いすみ鉄道

乗車―養老渓谷―川越 18:30に戻る 
参加費：4,500円（別途「いすみ鉄道」乗車賃） 
申込：5月 15日（水）から環境政策課（Tel.049
-224-5866）、定員 25名（かわごえ環境ネット会
員対象）

会合 
●社会環境部会（2019 年 5 月度） 
日時：5月 10日（金）13:00-15:00  
場所：福田ビル 3階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
＊次回は 6月 14日（金）13:00-15:00同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
●自然環境部会（2019 年 5 月度） 
日時：5月 10日（金）15:00-17:00 
場所：福田ビル 3階会議室 
＊次回は 6月 14日（金）15:00-17:00同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
◆事業運営委員会（2019 年度第 2 回） 
日時：5月 22日（水）9:00-10:00 

場所：川越市役所 7E会議室（川越市元町 1-3-1） 
＊次回は 6月 19日（水）9:00-10:00福田ビル 3
階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
◆理事会（2019 年度第 3 回） 
日時：5月 22日（水）10:00-12:00 
場所：福田ビル 3階会議室 
＊次回は 6月 19日（水）10:00-12:00福田ビル 3
階会議室 
◆広報委員会（2018 年 6 月度） 
日時：6月 5日（水）9:00-10:00 
場所：川越市役所本庁舎 5階フリースペース 
＊次回は 7月 3日（水）9:00-10:00同所 
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【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
NPO 法人武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.&Fax.049-224-9118, foresth@nifty.com） 
ホームページ http://blog.canpan.info/forest-musashi/

◎森林公園かんさつ会（公園と考える会共催） 
日時：6月 23日（日）9:40集合、14:30ごろ解
散 
集合：国営武蔵丘陵森林公園南口前休憩所（入

園前受付） 
参加費：参加費無料（入園料別途） 
持ち物：お弁当持参（レストランもあります）、

雨天決行（雨具持参）、観察用具（ルーペなど） 

	 梅雨の季節、ギンリョウソウの咲く雑木林で、

ススキなどに網をはるコガネグモを探しましょ

う。解説は、クモ研究家の新井浩司さんです。 

 
http://blog.canpan.info/forest-musashi

福原ファームクラブ 
問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）

◎おいしく・楽しく農業体験 
日時：5 月 11 日・6 月 8 日（土）9:30-12:30 ご
ろ、7月 13日（土）16:00-17:30ごろ 
場所：明見院（今福 677）近く 
内容：農作業（B級品のお土産付き） 
会費：保険代 100円、クラブ員 1家族 1,000円

（年間） 
2018〜2019 年度予定表 

月 日 活動内容予定 
5 11 枝豆畑の片付け等 
6 8 にんじん畑等 
7 13 16:00 からの作業 懇親会 
9 14 ブロッコリー、キャベツ畑の片付け 

 
NPO 法人かわごえ里山イニシアチブ 

問い合わせ：増田純一（E-mail: kawagoesatoyama@gmail.com, Tel.070-5599-2623） 
ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

	 「かわごえ里山イニシアチブ」では、生物多

様性豊かな田んぼの保全を目的に、みんなで連

携して河川を汚さない環境にやさしいお米作り、

田園風景の保全や地域づくりの活動を行ってい

ます。入会は随時受け付けています。 
◎田植え 
日時：6月 1日（土）9:00-12:00 
場所：CO江戸かわごえ初雁の里（川越市福田 3
10地先） 
	 詳しくは、お問い合わせください。 
◎総会 
日時：6月 23日（日）10:00-11:30 

場所：ウェスタ川越市民活動・生涯学習施設（2
階）活動室 3 
	 会員でない方のオブザーバ参加も可能です。

＊13:30-15:30、同所において「いのちを守る種
子」の講演会を開催（かわごえ環境ネット自然

環境部会と共催、本紙 11面参照） 

      
Web サイト  Facebook ページ   Twitter
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東洋大学小瀬研究室（川越キャンパスこもれびの森・里山支援隊） 
問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 
こもれびの森・里山支援隊 http://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/

◎里山林保全活動（初回参加可） 
日時：①5月 11日（土）8:30集合-16:00作業終
了、②6月 9日（日）8:30集合-16:00作業終了、
③7月 6日（日）8:30集合-16:00作業終了 
対象：本学専任教職員・学生、市民等（高校生

以上） 
場所：東洋大学川越キャンパス 4号館前 
実施場所：東洋大学構内「こもれびの森」（川越

市鯨井 2100） 
作業内容：枯損木の伐採、下刈り、つる切り、

希少植物の保護、ごみ拾いなど 
定員：15名 
費用：無料 
持ち物：森林内の作業に適した身支度（詳しく

はWebで） 
申込：準備の都合上、開催日前週の週末までに

mlkomorebistf@toyo.jp へ、参加を希望する行事
名とともに①名前②住所③電話番号④性別⑤生

年月日⑥（学生のみ）学部・学科・学年をおし

らせください。 
＊6 月 9 日は非公開の活動に変更可能性があり

ます。お問い合わせください。 
◎つるがしま市民環境まつり（出展） 
日時：6月 8日（土）10:00-13:00 
場所：鶴ヶ島市役所（鶴ヶ島市三ツ木 16-1） 
内容：まきわり体験、実物展示など 
＊Webサイト（組織概要・開催案内・開催報告） 
http://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/ 
＊Facebookページ（最新の活動報告） 
https://www.facebook.com/komorebisatoyama 
＊Twitter（中止連絡などの緊急告知） 
https://twitter.com/toyokomorebi 

     
Web サイト  Facebook ページ   Twitter  

2018 年度予定表 
月 日 活動内容予定 
5 11 8:30-16:00,里山林保全活動 
6 8 10:00-13:00,つるがしま市民環境まつり出展 
6 9 8:30-16:00,里山林保全活動 
7 6 8:30-16:00,里山林保全活動 
7 27 9:00-12:00,【親子・孫子で一緒に参加するイ

ベント】里山体験と木工教室 

 
クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）
◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動 
①第 1 火曜日・第 3 金曜日 
日時：5 月 17 日（金）、6 月 4 日（火）・21 日
（金）13:30-15:00 
	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 
②第 2 日曜日 
日時：5月 12日・6月 9日（日）9:30-11:00 
	 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ、解散。 
③第 4 土曜日 
日時：5月 25日・6月 22日（土）13:30-15:00 

	 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。 
◎川の国・新河岸川市内流域の清掃 
	 原則として第 4日曜日 9:00より 2時間。参加
できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3日前までに武田（090-2521-5770）へ。 
①5月 26日（日）9:00-11:00。杉下橋右岸集合。
琵琶橋までの両岸、できれば多数の参加で、流

路や護岸等も清掃。事前に河川管理者と協議し

て作業内容を調整。難しい作業に挑戦予定。オ

アシス裏で分別収集解散。 
②6月 23日（日）9:00-11:00。旭橋周辺上下流両
岸の堤防周辺清掃。旭橋左岸たもとで分別処理
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して解散。 
◎「埼玉県プラごみゼロウィーク」参加案内 
5月 30日から 6月 8日までの間に行いますが、
クリーン&ハートフル川越を中心に、6 月 4 日

（火）9:00-11:00に入間川、新河岸川、小畔川等
で調査とクリーン活動を予定しています。初め

ての県からの協力要請ですので、調整のうえ、

6月号で発表します。 
 

小畔川の自然を考える会 
問い合わせ・申し込み：賀登環（Tel. 049-234-9366） 

	 当会では、小畔川の八幡橋下流域の定点調査

を中心に魚類や水生昆虫などの調査を続けてい

ます。いつも何かしら発見があり面白いです。

ウェダーや網などは当会で用意いたします。 
◎八幡橋魚類調査 
日時：6月 2日（日）13:30-15:30 
 

2019 年度活動予定 
月 日 曜日 活動内容予定 
6 2 （日） 13:30-15:30 八幡橋魚類調査 
7 15 （月・

祝） 
10:00-12:00 旧霞ヶ関北小前親水ゾーン（水

辺再生地） 
9 22 （日） 9:30-12:00 イベント：魚とり遊び（一般の

方対象） 
10 13 （日） 10:00-12:00 未定 
11 10 （日） 10:00-12:00 八幡橋魚類調査 
12 8 （日） 10:00-12:00 川歩き 

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 
問い合わせ：内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯電話連絡（Tel.090-7003-8617） 

◎伊佐沼でバードウオッチング 
（毎月第 2 日曜日、小雨決行） 
集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや 
持ち物：筆記用具・図鑑・双眼鏡・飲み物 
参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険
代・資料代） 

①5 月 12 日（日）10:00-12:00 
	 10日から愛鳥週間です。鳥たちの子育てをじ
ゃましないように、沼で繁殖するカイツブリ、

オオヨシキリを観察します。 
②6 月 9 日（日）10:00-12:00 
	 カルガモがひな連れでいます。コアジサシが

沼に飛び込んでエサを採ります。

西埼玉温暖化対策ネットワーク 
問い合わせ：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770, Fax.049-222-0786） 

◎環境講演会「プラスチックだらけの海」 
日時：5月 11日（土）14:30-16:30 
会場：ウェスタ川越市民活動・生涯学習施設（2
階）活動室 3 
参加費：500円（資料代として） 
	 川越市を中心に 10 市 2 町の環境問題に関係
した人らでつくる西埼玉温暖化対策ネットワー

ク（環境省登録№551・代表武田侃蔵）で、今問
題の「海洋プラスチック」についての啓発講演

会を開催します。講師は、テクニカ海洋研究所

代表で、実際に世界の海に潜っている環境活動

家の武本匡弘さんが「海から見る地球～プラス

チックだらけの海～」、容器包装の 3Rを進める
全国ネットワークの中井八千代さんが「海洋プ

ラスチック問題が私たちに及ぼす影響」と題し

て、豊富な映像を交えて発表されます。新河岸

川が合流する東京湾の堤防にたまったごみの映

像に驚きました。

 

広報委員会からのおしらせ
●かわごえ環境ネット会員限定メールサービス 
	 かわごえ環境ネット会員限定で、本紙並びに

同封資料のメールでの送付（またはリンク）サ

ービスを実施しています。 
	 希望の方は、かわごえ環境ネット事務局（ka
nkyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp）にメールで
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件名を「かわごえ環境ネット会員メールサービ

ス希望」として、会員氏名（団体名称）と送付

を希望するメールアドレス（添付ファイルの最

大容量は 5MB 以上を推奨）をおしらせくださ
い。同時に会員になられる方は、入会申込を同

時にお願いいたします。 

 
メールサービス受付（この QR コードを読み取ると宛

先、件名、本文に記入項目が入ります。） 

●本紙への原稿投稿を受けつけています 
	 2019年 6月号（No.152，6月 3日発行予定）
の掲載原稿は、5月 15日（水）締切です。原稿
と写真は電子データで編集担当共有のメーリン

グリスト（koho@ml.kawagoekankyo.net）にお送
りください。メーリングリストは事前登録が必

要です。未登録の方は事務局に問い合わせくだ

さい。メールを使用していない方は、かわごえ

環境ネット事務局（環境政策課、川越市役所本

庁舎 5階）に提出してください。 
●かわごえ環境ネットソーシャルメディア 
①Instagram 

 
https://www.instagram.com/kawagoe.kankyonet 

	 かわごえ環境フォーラムでの「川越の宝」募

集に合わせて開設した、かわごえ環境ネット In
stagram。フォローをお願いします。今後も「#川
越の宝」「#kawagoetreasure」のハッシュタグを
付けて投稿をお願いします。これらのハッシュ

タグをフォローしています。 
②Twitter 

 
https://twitter.com/kawagoekankyo 

	 本会 Twitter（@kawagoekankyo）は、ブログの
更新と連動してツイートします。Twitterにユー
ザー登録してぜひフォローしてください。 
③Facebook ページ 

 
https://www.facebook.com/kawagoekankyonet 

	 本会は、Facebookでも積極的に情報発信して
います。アカウント登録を行って「いいね！」

していただければ、登録されている主要なイベ

ントが通知されたりして便利です。 
●かわごえ環境ネット Web サイト 

 
https://kawagoekankyo.net 

	 月刊かわごえ環境ネットのバックナンバーを

カラーですべて見られます。スケジュールも P
Cやスマートフォンで確認できて便利です。 
●おことわり 
	 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。 
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イベントカレンダー（5 月 8 日〜6 月 22 日） 
日 月 火 水 木 金 土 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 
（下線部は PDF 版で追記） 

5/8 
◆16:00 広報

委員会 

5/9 5/10 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

5/11 
◎8:30 里山林

保全活動（こ

もれび隊） 
◎9:30 おいし

く楽しく農業

体験 
◎10:00 かん

きょうサロン

（松岡） 
◎14:30 環境

講演会「プラ

スチックだら

けの海」 
5/12 
★9:30 春の里

山自然観察&
クリーン活動 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

5/13 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

5/14 5/15 
○本紙 6 月号

投稿期限 

5/16 5/17 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
○会費納入期

限 

5/18 
★9:30 川の一

斉水質調査事

前説明 
●10:00 総会 
●12:00懇親会 

5/19 5/20 5/21 
○「エコプロダ

クツ川越」共同

出展者応募締切 

5/22 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 

5/23 5/24 5/25 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

5/26 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 

5/27 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

5/28 
 

5/29 
 

5/30 
 

5/31 
 

6/1 
◎9:00田植え（か

わごえ里山） 

6/2 
★午前 川の

一斉水質調査 
◎13:30 八幡

橋魚類調査 

6/3 
 

6/4 
★9:00 池辺公

園定例活動 
◎9:00「埼玉県

プラごみゼロ

ウィーク」ク

リーン活動 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

6/5 
◆9:00 広報委

員会 

6/6 
 

6/7 
 

6/8 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 
◎10:00 つる

がしま市民環

境まつり 

6/9 
◎8:30里山林保全

活動（こもれび隊） 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

6/10 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

6/11 
 

6/12 
 

6/13 
 

6/14 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

6/15 
○本紙 6 月号

投稿期限 

6/16 
 

6/17 
 

6/18 
○委員公募締

切 

6/19 
◆9:00 事業運

営委員会 
◆10:00理事会 

6/20 
 

6/21 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

6/22 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
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